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3｡鉱床

1)鉱床タイプ

クロム鉱床は正マグマ鉱床と漂砂･残留鉱床に分

けられるが後者はクロム資源としてそれほど重要では

たい.各鉱床タイフの特徴を第10表に示した.

正マゲマ鉱床

正マグマ鉱床は鉱床の形態や地質環境から層状タイ

プとボディフォｰムタイプの2つに区分される.

層状タイプの鉱床は安定大陸地域に先カンブリア代

に貫入した苦鉄質～超苦鉄質層状分化岩体の下部に産出

し薄い板状を示す.鉱床の母岩は層状構造の発達

した輝岩･斜長岩およびハルツバｰシャイトでクロム

鉱床は母岩の層状構造と平行している･鉱体の厚さは

薄いが一般に連続性がよく広く追跡される.たと

第10表

ク1コム鉱床のタイプとその特徴

鉱床のタイプ

形態

世界埋蔵量

地質環境

母岩

鉱石鉱物の

濃集機構

鉱石の品質･

化学組成

副成分鉱物

探鉱

採掘

鉱床地域名

王マグマ鉱床

層状タイプ

よく連続し

し･､

広範囲に広がるが鉱層は藩

��─

安定地塊に先カンブリア代に貫入Lたソ

ｰレアイト質層状分化火成岩体の底部や

下都メンバｰの岩石中に産出

輝岩斜長岩

ハノレツバｰジヤイト

静的マグマだまり中のigneoussedi-

浥�慴楯測�牢�楴����

品質は極めて安定している.

鉱石はもろい.

���爬�����

斑状鉱で

白金族鉱物

とがある.

ニッケル硫化鉱物を伴うこ

鉱体の分布に揚則性があり昂質も安定

しているので探鉱や鉱量算定は容易

鉱層が薄いためズリの混入が多く採銅

費は高い.

Bushve1d(南アフリカ)

GreatDyhe(ジンバブエ)

Kemi(フィツラヲド)

Cuttack(インド)

ボディフォｰムタイプ

連続性に乏しく豆のさや状さつま字

状棒状

��─

オフィオライト層序の下部を占めるre･

Sidue(テクトナイト)やCumuIateメ

ンバｰの岩石中

ダナイト

変動的たマグマだまりおよびマントル

の部分溶融におけるigneouSSedimen-

tationと珪酸塩質マグマのしぼり出し

品質は変わりやすい.鉱石は塊状で

堅硬のものが多い.

���爬����

鉱体の分布が不規則でしかも品質は安

定していたいため探鉱はむずかしく品

質別鉱量の算定も困難

鉱体中のズリが少ないため採掘費は相

対的に安い

Kempirsai(南ウラル)

Erazig(トルコ)

Eskisehir(トルコ)

Zamba1es(フィリピン)

漂砂鉱床

残留鉱床

層状薄いポケット状

�

ク目マイト含右岩石の風

化土壌およびそれを後

背地にもつ砂層

風化作用によるクロマイ

ト以外の溶脱と水の淘汰

作用によるク回マイト粒

子の濃集

粒状鉱のみでTiだと

の混入の可能性があり

品質は良くない.

High一一Fe･Cr

砂白金,砂金

探鉱は比較的容易

極めて簡単な設備でも採

掘可能

GreatDyke周辺

(ジンバブエ)

地質ニュｰス399号�
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えばブッシュベルトのMerenskyreefと名づけられ

た白金を含むクロマイト層は厚さO.8mで走行方向

に250㎞以上もたどることができる･このタイプの鉱

床をもつ主な層状分化岩体または地域は以下の通り

�獨癥�

��瑄�攀

�浩

Sarano∀sk
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却��慴敲
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(南アフリカ)

(ジンバブエ)

(フィンランド)

(ソ連ウラル山地)

(インド)

(ブラジル)

(アメリカ)

(カナダ)

(グリｰンランド)

このうち埋蔵鉱量が欠きたものはブッシュヘルド

(23億トン)で世界のクロマイト埋蔵量の88名を占め

ている(第8表Duke,1982の欄)･

ボディフォｰムタイプの鉱床は豆のさや状さつま

いも状かまぼこ状等の不規則た形態をしておりオフ

ィオライト層序(Co1eman,1971)の下部を占める超苦鉄

質岩中に産出している.これらの超苦鉄質岩はアル

プス型かんらん岩またはアルプス型蛇紋岩ともよばれ断

層摺曲により一般に著しく変形されている.したが

ってクロム鉱体自身も膨縮が著しい.そして鉱体の

分布も多くの場合不規貝聰とされている.しかしボデ

ィフォｰムタイプの鉱体のいくつかは以下のように鉱

体周辺の母岩の構造と調和した産状を示す例が知られて

いる.

フィリピンルソン島Zamba1es岩体では29以上の

クロム鉱体が走向方向に50㎞の範囲にわたって点々

と斑れい岩直下のダナイト層(Cumulate)およびその下

位のハルツバｰシャイト帯(residua1mant1e:残留マント

ル)の最上部に分布Lている(Rossman,D.L1970).

またオフィオライト層序の下部を占める超苦鉄質岩

に層状構造が見なれる場合クロム鉱体がある特定の層

準に濃集した産状を占めすことが知られている.その

例として以下の岩体が挙げられる.

カナダBayofIs1and岩体(Smith,1958)

ギリシャVouIinous岩体(Moores,1969)

トルコアナトリア東部Kopdag岩体

(JICA･MMAJ,1981)

日本鳥取県多里岩体(平野･東元･神谷,1978)

一般にボディフォｰムタイプの鉱床はオフィオライ

1987年11月号

ト層序の下部を占める超苦鉄質岩のうちキュムレｰト

メンバｰおよび残留マントルメンバｰのダナイト層中に

集中して産する傾向がある.これは層状タイフの鉱

床が輝岩斜長岩ハルツバｰシャイト中に生じている

ことと異なっている.

漂砂鉱床･残留鉱床

残留鉱床はクロマイトを含む岩石が地表風化を受け

珪酸塩鉱物が分解･溶脱れさる一方風化に強いクロマ

イトが原地周辺に残留･濃集した鉱体である.この例

としてGreatDyke岩体(ジンバブエ)直上に発達する

鉱床が知られている(Duke1982).他方地表風化に

より珪酸塩鉱物から分離したクロマイト粒子が流水

または波によって現地から移動･淘汰･濃集し鉱体と

たったものは漂砂鉱床とよばれる.この例としてベ

トナムのトソキソ湾沿いの沖積層中に発達するCo

Dinh鉱床(FontaineandWork㎜an,1978)があげられ

る.

2)分布

主要たクロム鉱床の分布を鉱床タイプを区別して第

1図に表した.層状タイプは古い地質時代の大陸地

域(南ア7リカシソバフェスｰタソフィンラソドブラ

ジルインド等)に集中している.他方ボディフォｰ

ムタイプは古生代のバリスカン造山帯(ウラル山脈沿い)

と中～新世代のアルプスｰヒマラヤ環太平洋の両造山

帯(アルバニアギリシャトルコイラソオマｰソバキ

スタソフィリピン日本キュｰバ)に分布している.

3)メタロジェニｰ

世界のクロム埋蔵鉱量を構造単位ごとに産出しそ

の割合を第11表に表した･算出の基礎デｰタとして

第8表の第4欄の埋蔵鉱量(Duke,1982の掲げた値)を使

用した･第11表から埋蔵鉱量の90%はアフリカをは

じめとする安定大陸(シｰルド)地域に濃集しているこ

とが理解される.残り10%のうち8%が古生代(石

炭紀)造山帯であるウラル山脈に分布し中～新生代の

造山帯にはわずか2名の埋蔵量しがたい.すなわち

構造単位が新しくたるにつれクロムの埋蔵鉱量は急激

に少なくたっている.

4)鉱床各論

(1)ブッシュヘルド岩体に伴われる鉱床群

アフリカ南部に分布するカラハリクラトンは中央を

東西に走るリンポポ造山帯(27億年)により南北2つ

のクラトンに分けられている｡北のロｰデシアクラド�
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第1図

世界のタイプ別ク回ム鉱床(BGR,1975)
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策11表構造単元別クロム鉱床埋蔵鉱蟹

床タイプ

地質構造単元

割合%

層状

安定大陸地域

〆一かγ

古生代造山帯

ウラル

中一新生代造山帯

アルプス'ヒマラヤ

環太平洋

合計(形)

合計(単位1百万トン)
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ソにはグレｰトダイク(GreatDyke)層状分化岩体

(25億年)が南のヵ一ヴァｰルクラトンにはすこしお

くれてブッシュベノレド(Bushve1d)層状岩体(20億年)が

貫入している.これら両岩体はソｰレアイト質のマ

グマ系列に属しよく結晶分化した層状構造の発達した

岩石で構成されている･たおクロマイト鉱層等の顕

著な層状構造は二種類以上のマグマの混合が基本とた

って発達したと考えられるようにたってきた(IrVine

����浥牡��������

ブッシュヘルド岩体はいくつかの単位岩体が複合し

た巨大た層状分化岩体でトランスバｰル統(堆積年代

22-20億年)に貫入しトランスバｰル統を覆うようだ形

で東西460㎞南北250㎞の範囲を占めている.岩体

は全体として中心部に向って緩く傾斜する盆状構造をし

ている｡岩体の厚さは8km以上で最下位のMargina1

Zoneから上方へ向いLowerZone(かんらん岩輝岩よ

りたる)Critica1Zone(輝岩と斜長岩の頻繁な積重たり)

MainZone(均質な斑れい岩ノｰライト)UPPe｢ZOne

(鉄がんらん石閃緑岩)の5つのゾｰンに分けられている.

さらにすこしおくれて貫入した珪長岩花嵩岩が見かけ

上上位にのっているように分布している.クロム鉱

床はブッシュヘルド岩体の東と西に円弧状に分かれてい

る.

個々のクロマイト鉱層はしほしぽSeamまたはよ

り詳しく｡hromiteseamと呼ばれている.最大のク

ロマイト鉱層LG6(*注1)を含む主要たクロマイト鉱床

はCritica王Zone(*注2)中に存在し白金を含むクロマ

イト薄層(MerenskyReef)はCritica1Zoneの最上部

1987年11月号
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第2図ブッシュヘルド複合岩体とグレｰトダイク複合岩体
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第3図ブッシュヘルド複合岩体地質図(Wi11iamse,1969)

層として産出している(第4図).

ク回マイト鉱層のほとんどは顕微た層状構造の発達

するCritica1Zone中に生じている.これらの鉱床は

層序の下位より下部グルｰプ(または主要グルｰブ)中

部グルｰプおよび上都グルｰプの3つのグルｰプに分

けられており鉱山ごとに名づけられたクロマイト鉱層

の対比も行われている(第12表).上部グノレｰプのもの

は主に斜長岩またはノｰライト中に中･下部グルｰプ

のものは輝岩または斜長岩中に生じている.以上に記

述されたクロム鉱層のうち最も経済価値の高いものは

下部グルｰプに属するものである｡それは鉱層の厚

さが厚いことにもよるが主に化学成分のCr:Feの比

が高いことによっている(第13表).鉱石の化学成分は

下部グルｰプの鉱体では42-50%Cr203(西部岩体)40

-46形Cr･03(東都岩体)でクロム成分が高くしかも

品位が比較的一定している.これら3グルｰプ中のク

ロム鉱体以外にもBasa1Zone(crica1zoneの下位)の

Harzburgite申に2枚のともに厚さ40㎝のクロマイ

ト層が知られている(CoertzeandCoetzee,1976.p.120).

これら2層の鉱石品位は良く化学成分は42-4晩Cr

0314-15%Fe06-9房Si02でCr:Feは2.4-2.7

と肩い値を示す(CoertzeandCoetzee,1976).したが

*注1:LG6と名づけられたクロマイト鉱層はその名が地域により異なりブッシュヘルド岩体の西側部分ではMagazineとよば

れ東側部分のうちSteelpoort川より南側ではMainchromitesubzone,Stee1poort川より北側ではStee1poortseamと

よばれている(第12表参照).

*注2:Critica1Zoneの区分について岩石学考(WagerandBrown,1967,Wi11iaInse1969)と鉱床学者(CameronandDesboro-

ugh,1969)の問で違いがみられた(第4図).ク回マイト鉱床を記載しているほとんどの論文にはCameronらの区分が採用

されていてたとえばrCritiCa1ZOneは斜長岩･ノｰライト層(上半部)と輝岩(下半部)からたり主要クロマイト層は輝岩

中に生じている.このZoneの最上都はMerenskyReefである｣と記載されている(Gruenewaldt,1977;Merwe,1976).

その後公式区分が採用された(南アフリカ層序委員会1980;Gruenewaldt･1985).たおブッシュヘルド複合岩体のう

ち珪長岩グラノフィアを除いた部分はルステソベルク層状岩体とよばれている.

地質ニュｰス399号�
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ってブッシュベノレド岩体全体ではクロム鉱層は下位

にゆくほどCr/Fe比が増加し鉱石品位が良くたって

いる.

第14表にブッツユヘルド岩体のクロム鉱床の鉱層別の

詳しい鉱量が表わされている｡この値はGruenewa1dt

(1976)により見積られた値をDuke(1982)が埋蔵鉱

量の垂直深度を一150mまで(Gruenewa1dtの値の半分)

としたものである.LG6とされた鉱層の鉱量が最も大

きいことがわかる.

ブッシュヘルド岩体中のクロム鉱山は1974年までに

17鉱山が稼業された･内訳は西部岩体;8東部岩体;

6Marico地区(西都岩体のさらに西);2Potgietersrus

地区;1である｡

(2)グレｰトダイク岩体に伴われる鉱床群

グレｰトダイク(GreatDyke)岩体は長さ535㎞

にわたってほぽ南北に続く長大な層状の超苦鉄質～苦鉄

質複合岩体である･平均の幅は6㎞ユであるが斑れ

い岩が存在する部分では幅が広がっている･この岩体

はブッシュヘルド岩体よりも古く25億年前にロｰデ

シアクラトン中に張力性地溝を満だした4つの1aco1ith

岩体からなる複合岩体として形成された･4つの岩体

は北からムセソゲジハｰトレイセノレクウェウ

エッダ岩体とよばれている･各岩体はその長軸方向に

向って緩やかに傾斜し向斜構造を形づくっている･
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第4図ブッシュヘルド複合岩体中の層状分化岩体(Rusten

beur9岩体)の岩相柱状図(SharpandHu1bert,1985)

第12表プッシュヘルド岩体クロマイト鉱層の対比と特徴

西部岩体

クロマイトクロマイト

鉱層層準鉱層名㎞㎏･㎞腕1･蝋

Me｢ens笠e.1

上部

グル_プUG2

��

��

中部MG3

グルｰプMG2

1〉[G1

(または主要

特徴

厚さ化学成分

…白金族クルｰプ1

o･9mCr/Fe低い

1.O㎜

東部岩体

(1粋)i

�

堀

��牡�

(締1Poo｢t)

����■��

�LG7�■�Guineafow1一���

�����敲���牌������㈰㌉�

�LG6�Main�MagazineMagazine�O.7-1-3m(西)42-50%{1.1-1.8m(東)40-46%�MainS1ユb一�

下都�����Zone�Stee1poort

�����

グルｰプ���GarageRoemer���

(または主要�LG4�■�V1New���

�����

グルｰプ)���V2Intermediate���

�LG2�一�UpPerO1d�0.15m��

��■�LowerCompourd�O.05m��

�LG1�■�Groenfontein�O.35-O.5m��

(CoertzeandCoetzee,1976およびDuke,1982
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第13表プッシュヘルド岩体の層準則ク1コム鉱;百分析値

層準�下都グルｰプ��中都グルｰプ��上部グルｰプ

岩体(東西列)�東列�西列�東列�西列�

位置�ドルソボッシュ�ルイホｰク�マンダジョｰク�ツワｰトコップ�ボシュフォソテン

���������������

�㈰㌉������㌸��㌲��㌷��

䙥〉㈴��㈶��㈵��㈲�〉㈷�　

�㈰㌉��〉���㈱�㌉㈴�����

�伉����〵�����㌳���

卩���伉����〉�住��　

合計�100.16�99.65�100.40�96,65�98.43

�无�������㌵����㈱

�敲����整�攬��

一一フンソユベルト(ルステンベルク岩体)

“一一一一一一西部

1^1106L^}Oヨ`ulL!70“O.

凡例

岩体一一一一一→

＼{仙洞0冊㎜1町

'マｰ一一一一東部

紫蘇輝石はんれい岩･斜長岩碩

1≡ヨ

紫蘇輝石はんれい岩･斜長石

輝石

クロム鉄鉱規制位置

[≡三コ主クロ五鉄鉱帯

��

!�`旧鵯HH0剛1o!一〇�

“oo0R㎜1[■��

冊4-O��

��

`''!.�一600“0^L�

＼�ヨ04-o�

＼��

､��

､��

"伽舳1日●●`�=7�

=1=一'��

/'''''�u岬6門�

一一■』��

'''.�■一･一�一

一一■一■''�''■■一一�H出'1■■11■`一■一'■

''''''�一一�個冊岨

､一��

L■山I甘��

､㎞〇回1"��

u㎜拮㎜o��

＼�〃�

1�一,=.�

西都岩体��

u,oo1iii咀“龍｡fi㎝51-5��

㈷漉㈰漉

���

〃甘∫拶�∫�

㈻漉�

"�P衙舳岬}刷山`�

4�∫∫�

��

が�20.�

岩'体一一一一一一“

東部岩体

凡例

囲ルステンブルク嘱状岩体

/!'.クロマイト鉱層

'6柱状断面線

第5図

ブッツユベノレド岩体(ルステソハｰグ岩体)のク厚ム鉱層の対比
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第6図ブッシュベノレド複合岩体のクロム白金鉱山分布図

第14表プッシュヘルド岩体の原地性ク1コム鉱床の埋蔵鉱鐘と資源嚢(Duke1982を一部修正)

�

皿

鉱床と位置

�����

���������愀

�牡���

�睡牴景���

�坥���獨癥�

��慮��

亘igh-ironchromite

�����獨癥�

���灯�琱�敲���

��祥爀

�坥���獨癥�

���

㈮�����

�����桲潭楴���牡��

�����獨癥�

��祥爀

B.WestemBush∀e1d

��慮��

合

計

平均平均

�㈰㌥�无攀

�　

�㈬�

��㈮�

�㈬　

���

����

���

����

����

44+←1.45→一

���

����

既知×100万トン

埋蔵鉱量資源量

垂直深度一150m150-1,200m

�㌵�㌀

���

㈱���

����

����

�㌱�〴

�㈴�

���

���㌵

合計

×100万トン

��

��

���

�㈴　

�㌱�

���

�㈴�

���

�㈹㌀
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岩体と周囲の花庸岩･片麻岩との境界は平均

して46度で内側に傾斜Lている･岩体内部

の傾斜角は周縁部で最も大きく中心に向っ

て緩ぐたり平均して25度から5度へとかわ

っている(第8図).岩体は下位から上位

に向い超苦鉄質岩から苦鉄質岩の次のよう

だ積み重たりでできている.

a.超苦鉄質岩(蛇紋岩ダナイトからたり

クロマイト鉱層を伴う)

b.移化相岩(ダナィトハルツバｰシャイト

輝岩の組み合わせが数回くりかえL一部

にクロマイト鉱層を伴う).

C.斑れい岩質岩(斜長岩質斑れい岩ノｰ

ライト石英斑れい岩)

全層厚はハｰトレイ地区で最も厚く3,060

mに達する｡内訳は超苦鉄質岩層900

m;移化層1,160m;.斑れい岩質岩層900

mである.

グレｰトダイクのク回ム鉱層は超苦鉄質

岩層と移化層の層準のダナイト(Nos.4-10

seam)とハルツバｰシャイト(Nos.1-3seam)

中に生じている･4岩体で確認されたクロ

ム鉱層の数は北から南に向ってそれぞれ

7層10層7層および6層である.クロム

鉱層はハｰトレイ岩体で最もよく発達してい

る.そこでは各鉱層の厚さは30㎝を越える

ものもあるが平均Lて13cm程度でフッ

TH亘GREAT`DYK亘,,ZIM凋ABW層

㈶ぅ㌷�

16･S

終

蝉蚊

�畔���帀

���獨潛���

･Slnolo

}o㎞

[:≡==ヨMlD-PREC^M8R1^NTOPRESENT

も

○

胃;叢;;;箏級

数

村we嚇〃.

��歷攀

紙一

��

｢

�卅���

���堀
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皿･岨･1丁･lW･･

圏1籠1淵鵠､甘

口･･州1…州･…1･…

鵬D;鰍羊8R■州
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���堀

ヨ0f811"8

comple雌5

の���

��低��㈩��整��

第7図グレｰトダイク複合岩体

シュベルド岩体の下部グルｰプのものと比べてかたり薄

いが鉱石品位はやや良いことを特徴としている(第15表).

鉱層のうち地表から3番目までのものはハルツバｰシ

ャイト中にそれ以下のクロム鉱層はダナイト中または

それから変わった蛇紋岩中に生じている.鉱石の品位

はブッシュヘルド岩体と同様に下位にゆくにつれ良ぐ

たり｡r･03は51から57%と増し｡r/Fe比も1.9か

ら3.4へと増加している(第15表下段).しかしこれら

の鉱層の多くは特に下位のほとんどのものは採掘さ

れていたい.ムセソゲジ岩体では全部で7鉱層が知ら

れている･そのうちNo.2seamの厚さが10-30㎝

と最も厚いがこの鉱層を含め7鉱層とも今までに採

掘されたことがたい･ハｰトレイ岩体のクロム鉱層は

10層知られておりやはりNo.2seamが最も厚い(第

15表)･本地区では上位5層までが一部地表に露出して

おり地下210mまで採掘されたことがある.セルク

ウェ岩体では7層のクロム鉱層が知られており採掘の

主体はNo.1とNo.2seamである･ウェッダ岩体に

は5層知られておりこのうちNo.1とNo.2seamが

採掘の対象とたっている.

ジンバブエのクロム鉱石生産量を第16表に示した.

この生産量のうち約半分はグレｰトダイク岩体から出

鉱され残りはグレｰトダイク岩体西側に位置するセル

クウェ周辺を中心とする超苦鉄質岩中のボディフォｰム

タイプのクロム鉱床から生産されているグレｰトダイク

岩体に関係するクロム鉱山は1919年に生産が開始され

クロム鉱石の値段が高かった.1951-1963年には多数

の鉱山が開発された.Worst(1960)は36以上の鉱山

をリストアップしているが1979年の稼業鉱山は以下の

ように減少している(Duke,1982)｡

Gatooma地区1鉱山

Sa1isbury(現在のHarare)地区8地点20鉱山

Gwelo地区4鉱山

地質ニュｰス399号�
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第8図グレｰトダイク岩体の模式断面図
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坏����

このうち上記の最初の2地区はハｰトレイ岩体中にグ

ウェロ地区はセルクウェ岩体中にある.すたわちグ

レｰトダイク岩体の重要なクロム鉱床は4岩体のうち

最も欠きたハｰトレイ岩体に分布している･

次にグレｰトダイクのクロム鉱床の埋蔵鉱量を第17表

に示した｡この表には比較のため他のタイプのクロ

ム鉱床埋蔵量も示されている.グレｰトダイクの層状

タイプ鉱床の埋蔵鉱量を見積る際の主要た仮定として

Worst(1960)は傾斜方向180血までの鉱層を計算したが

厚さ7.5cm以下の鉱層は傾斜方向3mまでを鉱量とし

た.Gruenewa1dt(1979)は垂直深度150mまでを埋蔵

鉱量とし150m以深1,200mまでを資源量として区別し

た.Duke(1982)はGruewa1dtの方式のほとんどを

採用したが厚さ20㎝以下の鉱層は経済利益をもたらさ

たいとして埋蔵鉱量から除いた･したがって鉱層の

薄いグレｰトダイクの層状タイプの埋蔵鉱量は従来の

見積値の2/100～3/100と大幅に減少した値とたった(第

8表第17表).

第15表グレｰトダイク岩体のク1コマイト鉱層の産状と化学組成(Worst,1958)

地域

鉱層名(番号)

垂直深度(m)

鉱層の数

鉱層の厚さ(㎝)

鉱層の上盤岩石

鉱層の下盤岩石

分析サンプル

��

�㈰㌀

�㈰㌀

䙥㈰㌀

䙥伀

�　

���

�无攀

�牴���愀

1･･…

�

　

�

��

�

�

鉱層

��

���

���

��

��㌀

��　

���

㈮〵

㌰

�

㌵

�

���

鉱層

(細粒)

�㌹

��㌀

���

��

���

���

���

㈮㈷

鉱層

(粗粒)

�㌹

���

���

8.7奥

���

��㌀

���

㈮�

��

�

��

�

且

��

�

��

��

�

鉱層

(粗粒)

�㌸

��　

���

��

��

��㌀

���

㈮�

��

�

�

�

�

鉱層

�㌷

��㌀

���

��

���

���

���

㌮�

鉱層

���

���

���

���

㈮�

�牴���愀

�〰�

�

�

�

�

鉱層

�㌷

���

���

��

��

���

1･…1

㌮㌷

�

���

�

��

�

�

鉱層;

��

��　

���

��

��

���

��㌀

㌮�

�㈲�

�

�

�

�

鉱層

��

���

���

��

���

��㌀

���

�㈴

�㌴�

�

�

�

�

鉱層

�㌲

���

���

��

��

���

���

㌮�

�

���

�

��

�

�

鉱層

�㈱

��㌀

���

��

���

���

���

1…

注*H:Harzburgite;01-px:01i∀inepyroxenite;SD:Serpentinizeddunite
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第16表ジンバブエのクロム鉱石

生産蟹海外鉱業情報

(MMAJ,1983･12)

第17表

ジンバブエのクロム鉱床の埋蔵鉱量･資源量(単位:100万トン)

年精鉱生産量

(×1,000トン)

鉱量区分

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

���

���

�㌮�

���

�㌮�

��㌀

���

���

�㌮�

���

���

層状タイプ

��瑄�攀

残留タイプ

ポディフォｰムタイプ

��歷攀

�慳��

��湧睥

合計

調査老

埋蔵鉱量

㈹�

(化学級193)

(金属級103)

��琬

��

埋蔵鉱量資源量

垂直深垂直深

�ね�㈰ね

�㌳��

�

㌮����

�����

������

�����

�������

�略�睡�琬��

埋蔵鉱量資源量

垂直深150rn,

厚さ20cm以上

�㈱�

�〵�

����

������

������

������

�����

�步���

(3)ウラル山脈のクロム鉱床

ソ連のクロム鉱床はウラル山脈南部(カザフ共和

国)中部(目シア共和国)コｰカサス山脈(アルメニア

ァゼルバィジャン)シベリア東部等に知られている(第

9図).このうち資源的に最も重要なものはウラル山

脈南部のケソピルサイ超苦鉄質岩体とウラル山脈中央部

のクルチェブスクおよびサラノブスク両超苦鉄質岩体に

産出している(第10図).これらのうち前2者はボディ

フォｰムタイプに属するがサラノブスク鉱床はその

産状から層状タイプに属すると考えられている(Pa-

v1ovandGrigoeva,1977)｡

第
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第g図

ソ連のクロム鉱床分布図
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第10図ウラル山脈のクロム鉱床

ケンピルサイ鉱床群

ケソピルサイ(Kempirsai)超苦鉄質岩体は南ウラル

のAktsubinsk市(カザフ共和国)の東50㎞に分布して

いる｡この岩体は南北にのびた巨大た1aco1ith状の岩

体(南北120km東西30km)で東西を上部原生代および

下部古生代の変成岩類に挟まれている･岩体自身はカ

レドニア造山で形成されその中に含まれるプロゴバイ

トの放射年代は404-380Maを示している･岩体はハル

ツバｰジャイドダナイトトロクトライトからたり全

体の厚さは地質学的見積りでは4～5㎞地物デｰ

タからは16㎞(南東部)～6㎞(西部)とされている.

クロム鉱床はケソピルサイ岩体の南端部(主鉱床群地区

またはドン鉱床群地区とよばれる)および中央部(バタムシ

ソスク鉱床群地区とよばれる)に濃集Lており全部で100

鉱体以上が確認されている(第11図)｡このうち南端部

の鉱床群の規模が最も大きくカザフ20周年鉱体カザ

フ40周年鉱体モロデシュノ等の7つの巨大た鉱体(群)

が分布している(第121314図).

鉱床の母岩はハルツバｰシャイト帯の中の蛇紋岩化

したダナイトで背斜軸の東にあるカザフ40周年モロ
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第11図ウラル山脈南部ケソピルサイ超苦鉄質岩体の

クロム鉱床

1.クロム鉱床(大規模中規模小規模);2.ク

ロム鉱床(低品位);3.斑れい岩;4.ダナイト源

蛇紋岩;5･かんらん岩源蛇紋岩;6･角閃岩～斑

れい岩;7.オルドビス系;8.上部原生代結晶片岩

デシュノジオフィジチエヤスコI〔スポルノNo.21

鉱体等の傾斜は東に0-50度傾いておりジオフィジチェ

スコX皿カザフ20周年ミリオノアルマスｰチェムチ

ュツナ鉱体は西に15-75度傾斜している.またこれ

らの鉱体群の内北端近くに分布する鉱体を除くと多

くの鉱体は南にピンチLている･鉱床の規模･産状を

第18表に表わした.

鉱石の化学組成はケソピルサイ岩体の南部地区(主

鉱床地区)のものと中･西部地区のものとで異たる(第19

表)･南部地区の鉱石の平均値はCr･0349.1房(59-

37%);Si028.1%(2-18形);tota1Fe012.5房(10�
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第12図ケソピルサイ岩体南端主鉱床群(ドン鉱床群)の

クロム鉱床,例は第11図に同じ

一15%);A12039形であるが中･西部地区の鉱石は

やや低いCr203含量(38-32wt%)と高いA1.03含量(32

-20%)を示す.

クルチェブスク鉱床群

クルチェプスタ(K1yuchevsk)超苦鉄質岩はウラル

山脈中部の東斜面スベルドロフスクの南東50㎞に

シルリア紀の火山性堆積岩源の変成岩に囲まれ分布し

ている･形成時代(貫入時代)はデボン紀または石灰

紀といわれている｡この岩体の面積は80平方㎞で

南北延長17㎞南部の幅が17㎞北部の幅が1-3㎞

である･岩体はハルツバｰシャイトとダナイトからた

りダナイトは岩体の南側に分布している.このダナ

イトまたはダナイト源の蛇紋岩中に約200個のクロム鉱

床が存在する.この中でレフタプルポマギクス

サマクワロボの4鉱床が最も大きい｡

レブタ鉱床は5鉱体からたり東から西へ第1,第2

と配列し鉱体帯の延長は1.5㎞に達する.鉱体はレ

ンズ状～脈状で北に65-90度傾斜している.旧露天

掘の鉱体のうち最大のものは延長が175m幅が40m

で深さは15mであるがボｰリングにより鉱体は300

mの深さに達していることが確認されている･クロマ

イト鉱石は貧鉱染鉱(クロマイト含有量10-30%Cr･03

含量≦15%)中鉱染鉱(それぞれ≦50%10-30%)濃

鉱染鉱(50-90%35-45%)級密鉱(<90%40-45%)の

4種からなり富鉱部では36房Cr･03まで達する･し

かし大部分の鉱体は8-10房Cr203である｡

フルボマイスク鉱床はレゼブ鉱床の東側にあり鉱床
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第14図モ回デシュノ鉱床のブロック図

1.ク目マイト鉱体(垂直断面)2.ク目マイト

鉱体(上面)3.超苦鉄質岩4.断層

第18表ウラル山脈南部ケンピルサイ超苦鉄質岩体のク1コム鉱床(Pav10YandGrigo'eva,1977)

�鉱床名�埋蔵鉱量�Cr203����

���品位�鉱体数�1鉱体の規模(m)��

�����(長さX幅×厚さ)�地表からの深さ�母岩;鉱石*

�カザフSSR20周年�2,500万t�50%以上�60�(80-1350)×(33一��

�����130)×(3-55)�40m(北),240m(南)�H帯のD中;Ds>U,

南������浅い(北),300-350�中一粗粒

部�カザフSSR40周年�9,000万t�50劣�23�934×200×65��

主������m(南)�同上;

鉱�Mo1odezhnoe����1540×(20ト300)×�422-600m(北),より�

床�����140�深(南)�同上;U,Ds

地�A1maz-Zhemchuzhina���5���

区�������

���潮湯�����

中部�Batamshinsk���30�135×(?)×(5-10)�50-60m�H帯のD中;U,Ds,

�����

･地�Tagashasai������

西区�Stepninsk������

*岩石名:D,ダナイト;H,ハルツバｰシャイト

鉱石組織:Ds,密に濃集;Nd,ノジュｰル状;U,ほぼクロマイトのみからたる

第19表ケンピルサイ岩体クロム鉱石の化学組成(PavlovandGrigo'eva,1977)
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第15図サラノブスク超苦鉄質岩体(Pav1ovand

�敧��愬���

1･砂礫まじり粘土層2･結晶片岩3･蛇紋岩

4.クロマイト鉱体5.斑れい岩6.愛輝緑岩

岩脈7｡斑れい岩一輝緑岩

帯の幅は300-500m延長は1㎞深さは250mに達し

ている.鉱床はダナイト中にありその走向は北東で

著しく摺曲している.鉱体は最長350m厚さ5-20m

である･ポｰリングにより確かめられた鉱石の化学組

成はレゼブ鉱床のそれとよく似ているが品位は低く

富鉱体でも13-18老Cr203である.

サラノブスク鉱床群

サラノブスク(Saranovsk)超苦鉄質岩体は他の多く

のアルプス型超苦鉄質岩と同棲ウラル山脈中に存在しか

つ変形している､しかしクロム鉱床は斑れい岩直

下のかんらん岩中に層状に広範囲に連続して産するため

層状タイプに属すると考えられている･ウラル山脈中

未部のChusovo市の100㎞東側にあり前述のクルチ

ェブスクの超苦鉄質岩体の北西方向にあたる.岩体は

南と北に分かれている.北側の岩体の分布面積は少し

⊂pav1ovandGr1go1εva,1977
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第16図サラノブスク鉱床の東西断面

第15図のC-D断面.1.結晶片岩2斑れい岩

3･蛇紋岩4･ク目マイト鉱体5一変輝緑岩岩脈

大きいがそれでもO.22平方㎞程度である･岩体は

南北性断層で規制され原生代後期の結晶片岩に囲まれ

ているがカレドニア期頃に形成されたらしい.クロ

ム鉱床は南北両岩体に存在するが現在は北側の鉱床の

みが稼業されている･北側の岩体は南北に延びており

東側は斑れい岩西側はかんらん岩起源の蛇紋岩で構成

されている(第15図).蛇紋岩中には斑れい岩との境

界面に平行に40-50mの幅で鉱床帯がありその中に3

枚の層状のク回ム鉱体が見られる(第16図).それぞれの

鉱体の大きさは中央鉱体が延長1,200m厚さ10m;

西側鉱体は910mと5m;東側鉱体は1,100mと3-3.5

mである･一般の層状タイプのクロム鉱体(ブッシュ

ヘルドやグレｰトダイク)と比べると延長の長さが少な

く厚さはかたり厚くしかも鉱体自身がかなり摺曲･

変形している･鉱体は東に急傾斜しているため現在

は地表から深さ120mまで坑内採掘されている･3鉱

体を構成する鉱石のほとんどは塊状鉱で中央鉱体が最

も品位が高い.A1203含盈は15-20%FeO含量は17

-20%と共にかなり高い･cr/Fe比は1.5-1.9で

ブッツユヘルド岩体のものと同様の値を示している(第

20表)･クロマイトにはTiVが多く含まれ層状タ

イプのクロム鉱石の特徴が現われている(Pev10Yand

地質ニュｰス399号�



クロム

一31一

策20表

ウラル山脈中央部サラノプスククロム鉱層の化学組成(Pav1ovandGrigo'eマa,

���

成分Wr%�西部鉱体�中央鉱体�東部鉱体�中央鉱体�鉱体群から

����塊状鉱�の分岐脈

�㈰㌉㌵��㌸��㌳��㌸��㌴�

A1男03�15.11�18.80�20.35�14.86�15.84

䙥〉�����㌉㈰�������　

�〉��������〉�����㌀

CaO�O.24�1.36�一�一�■

卩�����住���㌮〴���

��体������㈮������

�无�������������

���癡����

(4)トル国のクロム鉱床

トルコ国にはオフィオライトが広範囲に分布してい

るが(第17図)これらは以下のように大きく3列にま

とめることができる.

アナトリア区北縁列ブルサエスキシェヒルエル

ジソシアゾ

タウルヌ区北縁列ムグラデニズリカルサソト

タウルス区南縁列ハダイエラズ

これらのオフィオライトのほとんどはジュラ紀後期

より白亜紀にかけて形成されたものでその大部分は超

苦鉄質岩を伴っておりその中に大小のボディフォｰム

型のクロム鉱床が伴われている.そのうち経済的に

価値の高いクロム鉱床区を埋蔵鉱量とともに第21表に表

わした.また代表的た鉱床の鉱石分析値を第22表に表

わした.

エラツ鉱床区

トルコ国東部のエラツ(E1a.ig)鉱床区はタウノレス構

造区の南縁に位置する.このオフィオライト列はシリ

アとの国境に近いハタイ地区をへてキプロス島のトロ

ｰドスオフィオライト岩体(Wilson,1959,GassandS血e-

wing,1973)へと続いている.エラツ地区では1936年

よりクロムの採掘が開始され1941年頃から生産量が増

加していった.1936-1981年の45年間で約500のクロ

ム鉱体が見つかりクロム精鉱630万トンがこの地区よ

り採掘された･これはトルコ国全体のクロム総生産

����
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第17図トルコ国の構

造区分とオフィオラ

イトの分布
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第21表トルコ国のクロム鉱床埋蔵蟹M.T.A.(1975)

鉱床区名�構造区�埋蔵鉱量�品位������

��×100万tCr203%��鉱石�種�代表�鉱�床�名

E1azig�タウルス南列�26.4�38�塊状,縞状,鉱染状��グレマソ���

Eskisehir�タウルス北列�2.0�35�塊状,鉱染状��ミハルジュック,�カパック��

Mugla�タウルス北列�1.6�45.3�塊状,�ノジュｰル状�一フェアイェ,�キョイシェイズ��

Erzincan�アトリア北列�1.5�43�塊状,鉱染状��コブダｰ���

Deniz1i�タウルス北列�1.3�36.8�縞状,鉱染状,塊状,�ノ�メウルトラ,�イェシロバ��

����ジュｰル状�����

Bursa�アナトリア北列�1.3�25�縞状,塊状,鉱染状�オルハネリ,チャクック����

第22表トルコ産クロム鉱石の化学組成
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量の30老にあたる.

クロム鉱床は上部ジュラ～下部白亜紀に形成された

グレマソ(Gureman)超苦鉄質岩体中(表面積200平方k血)

に存在する.グレマソ岩体は中央部が緩いドｰム状

を構成するハルツバｰシャイト質のテクトナイト(残留

マントル)で占められ外側をダナイトウェｰライトか

らなるキュムレイト岩および斑れい岩によってとり囲ま

れている(第18図)､クロム鉱床はオフィオライト層

序(Co1eman,1971)のテクトナイトおよびダナイトキュ

ムレｰト中に4ケ所に分かれて分布しているがテク

トナイト層中の方が資源的に重要で鉱床規模は大きく

クロム品位も高い(Enginら1983)･クロム鉱床は場

所ごとに産状が異なり以下のようだ特徴をもってい

る.

<グレマソ地区>ダナイトウェｰライト輝岩が発

達するがクロム鉱床の母岩は蛇紋岩化したダナイトで

ある｡母岩の構造は極めて複雑であるがNW-SE方

向を示すようである･鉱体ののびの方向はこれと斜

交しNE-SWである｡鉱床は1943年に開発されい

ままでに約65個の鉱体が発見されている･鉱体の平均

の大きさは22mX4mX8mである.最大のものは

長さ180m幅50mでこの鉱体一つから120万トンの高

品位塊状クロム鉱石が採掘された.この地区の鉱山は

1978年に閉鎖されたが1943-77年の問に200万トンの

クロム精鉱(平均品位48形Cr.03)がほとんど露天採掘に

よって生産された.

<プトヤソ地区>鉱体周辺の岩石種はグレマソ地区同

様ダナイトのキュムレｰトからたり鉱体の形態もグレ

マソ地区同様不規則でサイズもまちまちである.し

かし鉱床全体としての規模はかたり小さい･鉱体の分

地質ニュｰス399号�
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第18図トルコ国エラツ地区の超苦鉄質岩(Enginら1983)

<ルｰトｰタシュラテペ地区>グレマソ岩体の北東部

に位置しこの地方で最も重要たクロマイト産地である

(第19図).鉱体周辺は主に縞状構造の発達したハルツ

バｰシャイトからなるテクトナイトであるが鉱床自身

は薄いダナイトレンズに包まれて産出する.鉱体の形

態はボディフォｰムタイプであるが重要た鉱体が濃集

する“鉱床層準"が存在する｡この層準内では厚さ1

㎞の間に6枚のクロマイト層がみられる｡1鉱体の

平均の大きさは20mX1.5mX7m平均品位は42-48老

Cr.03で金属グレｰドである.1950-1981年の間に220

万トンの鉱石が露天および坑内採掘されている.

布は個々の鉱体の伸長方向と一致している.いままで

15鉱体が発見された｡平均の大きさは7.5mX1.5m

X2.5m鉱石は塊状および角礫状で平均品位は45%Cr.

03である｡いままでに2,500トンの高品位鉱石が露天

採掘された.

<ケフタｰカピソｰサバチ地区>クロム鉱体は第19

図に示されているようにハルツバｰシャイト(テクト

ナイト)とその南のダナイト(キュムレｰト)を境とする

東西性の断層に沿ってハルツパｰシャイト側に産出す

る･鉱床は断続的に東西に伸び便斜は南に50度と急

傾斜であるため坑内堀と露天掘が併用されている.

この地区で最も欠きたバティケフ鉱床からは1952-1981

年の問に100万トンの鉱石が採掘された.

Ham1こ
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第19図工ラツ地区ルｰトタシュテペ鉱床とケフタｰカピソ鉱床(Enginら1983)
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第20図トルコ国南西部ムグラｰデニズリ地区のクロム鉱床の分布(MTA1966)

エスキシェヒル鉱床区

この鉱床区にはミハルジュックカパック鉱床群が

存在する.鉱床はハルツバｰシャイト帯のダナイト中

に煙突状シュリｰレン状縞状等の形態で産する｡

カパック鉱床群はエスキシェヒル東方に位置し1931年

に開発されて以来1960年までに76万トンの鉱石を産出

した.近年ではトルコ鉱山会社によって鉱山が運営さ

れ年間11万トンの鉱石(平均品位34形Cr.03)が生産さ

れている･埋蔵鉱量は200万トンと見積られている

(MTA1966).この鉱床群の鉱石品位は30-50劣Cr.

03と変化するがアルミナ含量は一般に低く9-11劣

A1203程度である(第22表).

ムゲラ鉱床区

ムグラ(Mug1a)鉱床区はマルマリスｰキョイジニ

イズｰフェディエの三角形に分布する超苦鉄質岩中に存

在する(第20図)｡この地区の鉱床のほとんどはハル

ツバｰシャイト帯(テクトナイト)に薄く挟まれているダ

ナイトおよびそれを原岩とする蛇紋岩中にレンズ状層状

パイプ状だとの形態で産出する.ノジュｰル状鉱石を

産することクロム透閃石を脈石として伴うことが特徴

である.この地区の鉱床群は産状から次の3つに区

分される.

<マルマリスｰキョイシェイズ>超苦鉄質岩の分布す

る三角彩の西底辺に位置する･資源的には他の2地区

より劣る･鉱石はノジュｰル状鉱染状を主とし化

学組成からは金属グレｰドと耐火物グレｰドの2種類が

存在する.

<キュルレユックキョイ>超苦鉄質岩分店の三角形の

頂点を含む東側の部分にあたり多くの鉱床が分布す

る.鉱床はハルツバｰシャイト帯のダナイト中に存在

し多くの場合南北に伸びている･例えばウチュカ

プル鉱体は南北に250m幅1-6mで急傾斜しており

1956年以来8万トンの鉱石(Cr.0346.%;Fe013.26%

Cr/Fe=3･1)がエディバンク公社により採掘された.

鉱石は金属グレｰドが多いがA1203が10～18房と一般に

高いため耐火物グレｰドも見られる.鉱石は塊状鉱

染状のほかにノジュｰル状のものも多く存在する.一

部の鉱石にはクロム角閃石クロム緑泥石が生じている.

<フェティエ>超苦鉄質岩分布の三角形の底辺東側に

あたりそこに比較的大きた鉱体が多数分布する.そ

の内の1つチェソガ鉱体は南北に150m東西幅は地

表で2m地下50mでは15mの鉱体でそこから100万

トンの鉱石が採掘された.鉱石品位はCr20351～52

房;A120310.08%;Fe013.45%;M9019.18劣

地質ニュｰス399号�
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である.この地区で最も重要たブルチ

ュル鉱体は走行方向に200m続き幅

は20m平均品位は45-46老Cr203であ

る.鉱石は塊状鉱染状のほかノジ

ュｰル状およびまれに特異た構造のオｰ

ピキュラ状のもの(地質ニュｰスNα387,

198a11表紙)がある.フェティエ地区

の鉱床には脈石鉱物としてクロム透閃

石クロム緑泥石が伴われることが特徴

である.

㈰�
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(5)フィリピンのクロム鉱床

フィリピン群島全体にはオフィオ

ライトが広範囲に分布している.これ

らはルソン島とミンドロ島の中央を結ぶ

線で西列と東列に区分されている(第

21図)･クロマイト鉱床は西列のオフ

ィオライトのうちサンバレス(Zamba-

1eS)地域(ルン1■島西部)とバラワソ島に

濃集している.サンバレスとパラワン

のオフィオライトの火成活動はそれぞ

れ白亜紀～古第三紀および白亜紀前期

であり現在の位置にもたらされた時代

はそれぞれ後期漸新世および中新世と考

えられている(Bacuta,1977;Zanoriaet

�����

フィリピンの1946-1974年間のクロム

鉱石総生産量は1,380万トンで内訳はA1に富む耐火物

用1,136万トン(82%);金属用244万トン(18%)で耐火

物用が圧倒的に多いことが特徴である(成田1976).

耐火物用クロム鉱石は4鉱山から採掘されているが

サ1■バレス地域のコト鉱山(Conso1idated会社)からの

鉱石はそのうちの99%以上を占めている.金属グレｰ

ドの鉱石は12鉱山より産出するがアコヘ鉱山からの産

出量は227万トンで金属用クロム鉱石生産量の93%を

占めている.コトおよびアコヘ鉱山はともにサンバレ

ス地域に存在する｡パラワン島からはクロム品位の

高い金属グレｰド鉱石が産出する.

サンバレス地域にはハルツバｰジャイドダナイト

斑れい岩からたるオフィオライト複合岩体が広く発達し

ている.この地域のオフィオライト複合岩体は超苦

鉄質岩の分布から北から南に向って次の6地区に区分

されている.

マラバゴ地区サンタクルス地区マシンロック地区

パロイグ地区イバ地区ボトラソ山地地区.サンタ

クルス地区にはアコヘ鉱山がマシンロック地区には

1987年11月号
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第21図フィリピンの超苦鉄質岩とク回ム鉱床の分布

コト鉱山が分布する｡この地域のクロム鉱床はオフ

ィオライト層序に従って特徴的な産状を示している(第

2223図).すたわちクロム鉱床はある特定の層準

に多く濃集しておりさらに斑れい岩層直下のクロム鉱

床は薄く広がった鉱染状のものが多いのに対し層序的

にやや深部(ハルツバｰジァイト帯の上部)のものは不規則

塊状となり個々の鉱体の規模も大きくたっている.

アコヘ鉱山はサンタクルス市の東南東17kmに位置し

ている･鉱床は1933年に発見された･付近の地質は

南北にのびたドｰム状構造のかんらん岩一斑れい岩から

たり鉱床はドｰムの東翼に点々と分布する.それら

はオフィオライト層序の最下位のハルツバｰシャイト帯

にも存在するが大部分はその上位の厚さ1㎞程度の

ダナイト層中に存在している.このうち最大の鉱体

H5-86)は走行延長250血厚さ20mで東に傾斜して

いる.

コト鉱床はマシンロック市の東16㎞に位置している.

高アルミナクロム鉱石を産出する鉱山として古くから世

界的に著名で近年まで大部分の鉱石はアメリカに輸出�
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されていた.マシンロック地区にはこのコト

鉱床を含め13以上の鉱床があるがこのうち

4鉱床を除くとすべてハルツバｰシャイト帯

中にダナイトの殻につつまれて産出Lている

(成田1976).これらの鉱床の分布は斑れい

岩の底面から下方に向って最大700mの範囲

内におさまるが(Sto11.1958)ここではアコヘ

鉱山周辺と比ベダナイト帯が極めて薄くたっ

ているため鉱床はその下位のハノレツバｰシャ

イト帯に存在しているのである.この地区の

主要た鉱体は北東方向に伸びた楕円体をして

おりその規模は長さ540m幅290㎜最大原

さ35-50mである.鉱体はほぼ綾密塊状鉱か

らたりごく一部に鉱染状鉱を伴っている.

いたる所で走行NE傾斜50度SEの細粒斑れ

い岩岩脈に貫かれており採掘上問題とたって

いる.両鉱床およびバラワソ産鉱石の化学分

析値を第23表に示した.

半クロマイ⊥鉱床

(稼行中)

第22図サンバレス地域のクロム鉱床の分布(Rossman,1970)

盈.鉱床(副成分鉱物)

クロマイトを副成分として含む鉱床として

正マグマ白金鉱床のみが知られている.ブッ

シュヘルド複合岩体の超苦鉄質岩層の最上位

メレソスキｰリｰフ層の直下のUG2と名ずげ

られたクロム鉱層(厚さ1.7-2.Om)はCr/Feが

低いため当初採掘されたかった.その後
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第23図サンバレス地域のクロム鉱床の産状の特徴(Zanoriaeta1.,1984)
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策23表'フィリピン産ク回ム鉱石の化学組成

サンバレス地方マツソロック地区

サンバレス地方アコヘ地区

パラワン

産出鉱石

平均値

�����

卩�
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�㈰�

�㈰㌀

䙥㈰㌀

䙥伀

�伀

�伀
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�无攀

�〶

㈹��
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��　

��㌀
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���
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塊状鉱
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㌲��
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㈮㌳

塊状鉱
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㌲��
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��㌀
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��㌀

㈮㌵

鉱染状鉱

石

(平均値)
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㌲��
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��㈷

2.2フ

タナイト

中のク回

マイト

�住

㈵��
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ハルツバ

ｰジヤイ

ト中のク鉱石鉱

1コマイト

石

鉱石鉱石
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*Bacuta,1979より引用

UG2層にメレソスキｰリｰフ同様白金族元素が含まれ

ることがわかり現在はその採掘の副産物としてクロム

鉱石が回収されている.

5.未利用低品位資源

クロム資源は現在のところ火成岩および堆積物

中のクロマイト濃集体のみが採掘対象となっている･

クロムの未利用低品位資源を考える場合にもやはりク

ロマイトが主要な対象となる･それはクロマイトが

他のクロム含有鉱物と比べ1.集合体の規模の大きさ

2.選鉱･精練の容易さをもっているためである.ク

回マイトの未利用低品位資源として正マグマ鉱床と漂

砂･残留型鉱床があげられる.

1)正マゲマ鉱床

第3章で述べた層状タイプとボディフォｰムタイ

プのクロム鉱床の低品位の部分に相当する.一般にダ

ナイトハルツバｰシャイト中にはクロマイトは造岩

鉱物として0.1～2%程度含まれるがボディフォｰム

タイプ鉱床の周囲には低品位縞状鉱(10老程度のクロ

マイトを含む部分)が発達している(例えばソ連ケソピ

ルサイ岩体トノレコのエラズ地域).したがって既存の

クロム鉱床クロム鉱床地域には相当量の低品位未利用

クロム資源が期待される.

2)漂砂･残留鉱床

ジルコニウムチタソモナザイト砂鉄等の漂砂

鉱床にはクロマイトも僅かながら含まれている.将

来急激な需給変化または選鉱技術の発達によりこれ

らの漂砂鉱床から将来副成分として回収される可能性

があるかもしれたい.しかし一般に大陸地域または沿

岸地域のクロムのポテソツヤルは極めて低いであろう.

これに対し超苦鉄質岩分布地域に発達した沖積層や

河川堆積層は低品位クロム資源とLてはより有望であ

ろう.ブッシュベルドグレｰトダイク等の巨大た層

状貫入岩体の超苦鉄質岩分布地域およびオフィオライ

ト分布地域の超苦鉄質岩近接地の未凝固堆積層中に未利

用低品位クロム資源の相当のポテンシャルがあると思わ

れるが.しかし実際の採掘にあたっては他の地上

権益や環境問題との調整が必要となろう･
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